



















































いる。2の嘉靖 35 年本は，第 1章の 296 頁で触れた『現行法会礼懺儀式』との合綴
本である。またこの刊本は，嘉靖 10 年（1531）にも刊行されたものの重刊とされて
いるが，嘉靖 10 年本自体は，散逸した。
 8）　『占察善惡業報經』の「木輪相」については，池平（2000, 359-363） を参照されたい。






























































































1. ［仏仏］ → 妙覚位，2. ［仏］ → 上品上生，3. ［陀］ → 上品中生，4. ［弥］ → 上品下
生，5. ［阿］ → 中品上生，6. ［本］ → 中品中生，7. ［心］ → 中品下生，8. ［微］ → 下品
下生，9. ［妙］ → 下品中生，10. ［真］ → 下品下生，11. ［言］ → 宮殿受生，12. ［才］ → 
諸天位，13. ［聞］ → 長寿天，14. ［於］ → 仙趣，15. ［耳］ → 転輪王，16. ［即］ → 国
王，17. ［往］ → 入山，18. ［生］ → 出家，19. ［與］ → 大富豪，20. ［諸］ → 中善品，21. 




32）　『韓国仏教全書』10 に収録。『韓国仏書解題辞典』193, § 56.1 も参照されたい。
33）　『礼念往生文』は未だ校訂されておらず，古刊本のみが存在する。書誌情報は『韓国仏書




奴婢，26. ［如］ → 私奴婢，27. ［来］ → 郵吏，28. ［大］ → 邪曲行，29. ［智］ → 愚痴
報，30. ［福］ → 大悪業，31. ［徳］ → 多病障，32. ［海］ → 水族，33. ［一］ → 畜生，34. 
［時］ → 虎狼，35. ［分］ → 野狐，36. ［付］ → 羽族，37. ［誦］ → 虵類，38. ［持］ → 無骨
虫，39. ［者］ → 餓鬼，40. ［無］ → 地獄，41. ［南］ → 阿鼻地獄，42. 不決→ 空念
以上総計では 42 になるが， 後の「不決」は，受生処が決まっていないというこ
となので，都合 41 の受生処が占いによって予見される。
1番目の妙覚位すなわち仏位から始まり 41 番目の阿鼻地獄まで，第 2章の 3頁で
示された頌の 40 文字の一つ一つが対応していることがわかる。目を惹くのは，2–6 
番と 40–41 番である。2–6 番の文字列は，［仏］→［陀］→［弥］→［阿］ となってい

















『慈悲道場懺法』（Taisho No. 1909. Vol. 45）
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業應報教化地獄經』Taisho No. 724. Vol. 17, 451c3–5）［24］ 872a8–9（946c17）［25］ 
872a19–b1 懺法云（932c12–19）［26］ 872b10–11 懺法云（932c20）［27］ 872b11–12
（927c20）［28］ 873b12–18 懺法云（938a23–b8）［29］ 874b16–21 懺法云（933b6–13）
『觀無量寿経』（Taisho No. 365. Vol. 12）
［1］ 864c5–9 觀經（344c9–16）［2］ 865a5–7 經言（345a05–07）［3］ 865a20–21 經
言（345a22–23）［4］ 865a21（345b5）［5］ 865b8–9 經云（345b9–10）［6］ 865b18–
21 經言（345b19–21）［7］ 865c10–14 經言（345c01–07）［8］ 866a1–8 經言
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『大佛頂如來密因修證了義諸菩薩萬行首楞嚴經』（Taisho No. 0945. Vol. 19）
［1］ 864b2–5 楞嚴經云（147b4–6）［2］ 867a12–14 楞嚴經云（146c18–20）［3］ 
867c11–868a1 楞嚴經言（145c01–15）［4］ 870c16–17 楞嚴經云（149b23–25）［5］ 
871a9–13 楞嚴經云（132a8–17）［6］ 873a5–6 楞嚴經云（143b24–25）［7］ 873c14–
874a1 楞嚴經云（145a12–16）［8］ 875b21–c10
楞嚴經云（147c21–148b2）
『阿彌陀鼓音聲王陀羅尼經』（Taisho No. 370. Vol.12）［1］ 866c4–8 聲王經云（352b13–16）
『大方廣佛華嚴經』（Taisho No. 293. Vol. 10）
［1］ 862c14–16 故經云（846a14–15）
『大方廣佛華嚴經』（Taisho No. 278. Vol. 9）
［1］ 873b2–4 華嚴經云（607a13 ＝『慈悲道場懺法』Taisho No. 1909. Vol. 45, 
佛教大学総合研究所紀要　第16号302
948b23）
『妙法蓮華經』（Taisho No. 262 Vol. 9）
［1］ 869c9 經云（35c9–11）
『佛説罪福報應經』（Taisho No. 747. Vol. 17）
［1］ 870b13–14 經云（562c24–25 ＝『慈悲道場懺法』Taisho No. 1909. Vol. 45, 
932c07）［2］ 873b4 經云（563a12–13）
『維摩詰所説經』（Taisho No. 475. Vol. 14）
［1］ 869a11–12 維摩經云（553a22–23）
『月上女經』（Taisho No. 480. Vol. 14）
［1］ 869c10–14 月上女經云（615c16–616b04）
『佛爲首迦長者説業報差別經』（Taisho No. 80. Vol. 1）
［1］ 867a9–10 業報經云（894c29）
『仁王護國般若波羅蜜多經』（Taisho No. 246. Vol 8）
［1］ 868b24–c2 仁王經（839a3–8）
『景徳傳燈録』（Taisho No. 2076. Vol. 51）







































また，上記の引用文献表の 後に『景徳傳燈録』からの引用（Taisho Vol. 51, 219c15–





39）　第 4.1 章の 7頁『慈悲道場懺法』からの引用リストの［1］［2］［15］などを参照されたい。
40）　望月信享（1946, 493）. ちなみに，奈良時代の日本でも，本経が偽経であるという論議が起


























これもまた『罪業應報教化地獄經』には見いだせず，『慈悲道場懺法』（Taisho Vol. 45, 
939b05–939c03）の要約である43）。このように『罪業應報教化地獄經』に存在しない文
章が『罪業應報教化地獄經』からの引用として挙げられている。ここで，先ほど第
4.1 章の 301 頁で列挙した『慈悲道場懺法』からの引用［18］と上記の 2 例を比べて
43）　『經律異相』（Taisho No. 2121）巻第五十にも相似する文章がある : Taisho Vol. 53, 262c8ff。
高麗の僞経『現行西方經』について 305
みたい。［18］ では，『現行西方經』（871b24ff） に「懺法云」という典拠名とともに
『慈悲道場懺法』（Taisho Vol. 45, 934a12–25）が引用されている。しかし，この『慈悲












迦籃處。三年學不用處定 · · ·
これは一見すると『普曜經』を引き合いにだして，仏伝を要約しているかのように見
える。しかし『普曜經』にブッダが檀特山で修行したという記述はない。実際には
『釋氏稽古略』（Taisho No. 2037. Vol. 49, 752b07ff）あるいは『佛祖歴代通載』（Taisho 











『梵網經菩薩戒本疏』（Taisho No. 1813. Vol. 40, 616c27）
觀佛三昧經云。用僧祇物者過殺八萬四千父母等罪






















このエピソードは『無門關』以外にも，『圓悟佛果禪師語録』（Taisho No. 1997. Vol. 
47, 804a01–9）や『萬松老人評唱天童覺和尚頌古從容庵録』（Taisho No. 2004. Vol. 48, 





















るが，実際には『歴代法寶記』（Taisho No. 2075. Vol. 51, 186c13–28）に見られるエピ
ソードを要約したものである。
46）　「百丈野狐」は，他にも『大慧普覺禪師語録』（Taisho No. 1998a. Vol. 47, 844c22–845a1），









『維摩義記』（Taisho No. 1776. Vol. 38, 497a15–17）
故涅槃云。若能觀三寶常住同眞諦。若就常義以論三寶。三寶皆用常義爲體。
名爲一體。
『大乘義章』（Taisho No. 1851. Vol. 44, 657a18–19 =『華嚴經明法品内三寶章』































































第 4.2 章の 306-307 頁で指摘したように，『現行西方經』の撰者は「百丈野狐」の
典拠名を間違って挙げている。しかし禅籍の知識を有していることは明らかである。
したがって，『現行西方經』の撰者が禅宗と関係を有することは，かなり確実になっ
たと思われる。
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